
✔ ✔ ✔ ✔

✔✔ ✔ ✔

玄関

アルミブランケット・お薬手帳・卵小麦不使用クッキー・メガネ・生理用品・カイロ・せんす（夏）

✔
✔✔

わたしは「△△小学校」へ避難しました。
ケガは「有・無」です。

お父さん

お母さん

わたし

おじいちゃん
（離れて暮らす）

✔

✔
✔
✔

LINE

県外に住む
いとこ経由で連絡

置き手紙

✔ ✔✔ ✔

✔ ✔✔ ✔

✔ ✔✔ ✔

★日ごろから持っておくもの
お父さん：カロリーバー・ミニライト・モバイルバッテリー・携帯トイレ・常備薬・マスク
わたし：のどあめ・防犯ブザー・ミニライト・携帯トイレ・テレホンカードと小銭・マスク

✔

✔
✔
✔

LINE

✔
✔
✔

LINE ✔ 公衆電話

＼Point／
日ごろから持ち歩けるものをカバンや
ランドセルに入れておくと、外出先で
地震にあったときなどに役に立ちます

＼Point／
家族の安否や連絡する方法を考えて共有しましょう。
また、いざという時に備えて、ツールの使い方や
公衆電話のある場所なども確認しておきましょう

＼Point／
非常持出品袋には、持ち運んで逃げるための
必要最低限のものを入れましょう。
袋に入れるもの以外の数日分の食料や水等に
ついては、自宅に備蓄するようにしましょう

＼Point／
玄関、廊下、リビングなど、すぐに
持ち出せる場所に置くようにしましょう

＼Point／
メガネや持病の薬など、それがないと生きていけない
ものは用意しておきましょう。
また、アレルギーに対応した食料も必ずしも備蓄され
ているとは限らないため用意しておくようにしましょう

【ひろしま自然災害VRで出てくる家族（想定）】
自宅（一軒家）に津波の危険性がある家族
家族構成：父・母・わたし


